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認知症

予防と共生に向けて

学術の取り組み

本フォーラムの目的
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「日本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する研究」

（平成26年度厚生労働科学研究費補助金特別研究事業 九州大学 二宮教授）による速報値

認知症の人の将来推計について

平成24年
（2012）

平成27年
（2015）

平成37年
（2025）

各年齢の認知症有病率が
一定の場合の将来推計

人数／(率) 462万人
（15.0％）

517万人
（15.7％）

675万人
（19.0％）

各年齢の認知症有病率が
上昇する場合の将来推計

人数／(率)

525万人
（16.0％）

730万人
（20.6％）

（軽度認知障害）
380万人
（13.0%）

65歳以上の５人に一人が認知症

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成26年度に公表された新しい推計によれば、日本の認知症高齢者数は、平成24年の約462万人から、平成27年に約517万人、平成37年には、約675万人になると推計されている（認知症の有病率が一定である場合）。
なお、軽度認知障害（正常でもない認知症でもない状態の者）は、平成24年時点で、約380万人と推計されている。
  今後、予防からケアに至るまで、一層の認知症施策の推進・充実が求められる。




新オレンジプラン

認知症施策推進大綱

7つの柱から5つの大綱へ



① 提言 平成23年4月20日
持続可能な長寿社会に資する学術コミュニティの構築
持続可能な長寿社会に資する学術コミュニティの構築委員会

② 提言 平成23年７月21日
よりよい高齢社会の実現を目指して—老年学・老年医学の立場から—
臨床医学委員会老化分科会

③ 提言 平成23年９月１日
地域で暮らす高齢者を支援する専門職の連携教育にむけて
健康・生活科学委員会高齢者の健康分科会

④ 提言 平成26年９月１日
超高齢社会における運動器の健康
臨床医学委員会運動器分科会

⑤ 提言 平成26年９月30日
超高齢社会のフロントランナー：これからの日本の医学・医療のあり方
臨床医学委員会老化分科会

⑥ 報告 平成29年９月29日
超高齢社会における生活習慣病の研究と医療体制
臨床医学委員会循環器・内分泌・代謝分科会
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１、認知症＋軽度認知障害ＭＣＩ＝判断力低下社会

２、科学技術・テクノロジーに何ができるか

３、地域社会の再構築、認知症を含めた多様な社会

４、持続可能な認知症との共生社会に向けて

認知症に関する包括的検討委員会
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2035年、全人口の1/3が65歳以上で、認知症が全体の６％



民主主義の根幹に関わる問題
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テクノロジーでどこまでカバーできるか

移動・交通 服薬

見守り・介護 ＡＩと認知症



住居

スマートハウス

脳科学

金融

運動
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地域包括ケアシステム

住まい・医療・介護・予防・生活支援 が一体的に提供される
住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができる

いつまでも元気に暮らすために･･･

生活支援･介護予防

病気になったら･･･
医 療

住まい
･自宅
･サービス付き高齢者
向け住宅 等･地域包括支援センター

･ケアマネジャー

･急性期病院
･亜急性期、回復期、
リハビリ病院

日常の医療
･かかりつけ医
･地域の連携病院

介護が必要になったら･･･
介 護

【在宅サービス】
･訪問介護 ･訪問看護
･通所介護 ･短期入所
･小規模多機能型居宅介護
･24時間対応の訪問サービス
･複合型サービス

自治会 ボランティア

【施設･居住系サービス】
･介護老人福祉施設
･介護老人保健施設
･認知症共同生活介護 等

通院･入院 通所･入所

地域包括ケアシステムは、
おおむね30分以内に
必要なサービスが提供される
日常生活圏域（中学校区）
を単位として想定

相談業務や
サービスのコーディネート
を行う

地域包括ケアシステムの姿

老人クラブ NPO 等

（厚生労働省資料を一部改変）



高齢者・ＭＣＩ・認知症の人々の集まる新しいCommunity形成

コンビニ

スポーツクラブ

エンターテインメント施設
（ボールパークなど）

Mall Walk商業施設

大学・アカデミア

≠リカレント教育
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インフォーマルケアコスト

認知症の社会コスト14.5兆円

日経ビジネス 2019.09.23より



正常-ＭＣＩ-認知症

連続的なスペクトラム

烙印「スティグマ」を付けない社会

Dementia Friendly Community (DFC)

認知症に優しい共生社会

人権、就労



認知症の総合的研究

工学・情報科学

医学・生命科学

公共政策学・法学・経済学

生活健康科学・社会学

学術の総合力の結集

日本学術会議 Ⅰ部、Ⅱ部、Ⅲ部

世界の課題解決のフロントランナー

高齢化・判断力低下社会のフロントランナー
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